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会議録 

会 議 名 令和４年度 第１回 目黒区廃棄物減量等推進審議会事業系専門部会 

日 時 令和４年８月８日（月）午後３時～午後４時 30分 

会 場 目黒区総合庁舎地下１階第 19 会議室 

出 席 委 員 

（ 敬 称 略 ） 

安井、平尾、原、小林、長友（計５名） 

区 側 職 員 橋本環境清掃部長、神清掃リサイクル課長、金元環境保全課長、細野清掃事務所長 

傍 聴 者 なし 

配 付 資 料 

専門部会委員名簿 

資料１ 清掃・リサイクル分野を取り巻く状況の整理 

資料２ 目黒区基本計画（抜粋） 

資料３ 現行計画の進捗状況及び評価 

資料４ 目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書（速報版） 

資料５ ２１００年を視野に入れた快適で誇りのもてる循環型のまち 

～めぐろへの提言～（平成 27年６月答申） 

会 議 次 第 

１ 開  会 

委員８名中、出席者は５名で定足数（４名）を満たし、会は成立した。 

目黒区廃棄物減量等推進審議会条例施行規則第４条第３項により、部会長、副部

会長の互選を行い、部会長は安井委員、副部会長は平尾委員となった。 

 

２ 議  事 

目黒区一般廃棄物処理基本計画改定の方向性について 

〇区   （資料１～５の説明） 

（災害廃棄物） 

〇委員  最近大雨などで災害ごみが多く出ている。災害ごみは、家電、家具などま

とめて全部一か所に集めて、徐々にリサイクルしていくのか。 

〇区   まだ具体的な処理方法は決まっていないが、区内の公園等に畳、瓦礫、家

具などと区分けし一時的に集めて、順番に処理センター等に運ぶ方法を考

えている。 

○部会長 目黒区で近年大きな水害が起きているか。 

○区   近年目黒区で大きな災害はない。千葉で大規模な風水害が発生したこと

もあり、目黒区災害廃棄物処理計画を今年３月に策定した。 

（普及啓発） 

〇委員  普及啓発で面白いアイデアなどはないか。 

〇区   現行計画開始時はごみ減量のアイデア募集やホームページ公開など積極

的に行っていたが、現在は実施していないものが多い。 

○副部会長 以前は、良いアイデアを出した人に賞をあげたり、啓発品を渡したりして

いた。 

〇委員  啓発品で以前、雑紙を出すためのポイポイ袋など作成していたと記憶し
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ている。書類や封筒などを資源にできれば、かなりごみが減る。 

〇区   家庭系専門部会でも紙ごみについては話題となっている。 

（排出マナー） 

〇委員  ごみの集積所は最近きれいに使用されているようだ。 

〇区   区民も曜日などを覚えて排出している。収集時間に遅れて排出される場

合も若干あるようだが、概ねルールを守って排出していただいている。 

〇委員  スチール缶は飲料用では最近あまり見かけないが、クッキー缶なども資

源に含まれるのか。 

〇区   油で汚れたりしていなければ、アルミ缶、クッキー缶も資源に含まれる。 

○委員  駅の構内に設置されている自動販売機には、ペットボトルや缶ではない

ごみが入れられている。街中にごみ箱が減ってしまったことで、マナーが

低下してしまったのだろうか。 

（目標設定） 

〇委員  資料２の令和 13 年度の目標値の設定根拠は何か。 

〇区   様々な指標があり、区民の認知度等はアンケート調査の結果から区側で

50％程度は認知されてほしいという希望を設定している。粗大ごみは他自

治体の結果を参考に 20％削減を設定した。リサイクル率については 40％

とだいぶ高い目標だが、東京都の目標年度 2030 年より先のため、東京都

の 37％より高めの数値とした。雑紙の混入率についても 0 にするのは難

しいので、古紙の割合については現状の混入率を踏まえて 10％とした。 

〇委員  必達ではなく、希望的な目標ということか。 

〇区   現行計画の達成状況も令和７年度までの目標達成は厳しい状況である。 

〇委員  予算などは補正予算などで見直しされたりするが、目標に関しては、例え

ばコロナの影響などで修正したりということはないのか。 

〇区   まさに今回、一般廃棄物処理基本計画を見直すにあたって、そのような観

点でもご議論いただきたい。 

（レジ袋有料化の影響） 

〇委員  マイバッグとレジ袋の関係は現状どのようになっているか。 

〇区   レジ袋は国の統計でも確実に減っている。 

〇委員  区内のスーパーなどはマイバッグ推奨で、だいぶ経費削減できたようだ。

マイバッグ利用とめぐろ買い物ルールを結び付けると、良い施策ができる

のではないか。 

〇委員  経済活動とのバランスをどのように考えるか。レジ袋を渡す店側は経費

削減となるが、レジ袋を作る業者は仕事がなくなる。その点はごみ減量施

策を考えていくに当たり考慮したほうがいいのか。 

〇委員  レジ袋は海外輸入しているのか。 

○副部会長 ほとんど海外からの輸入である。ごみ袋の指定を行っていない２３区の

場合、レジ袋をごみ袋として使用していた。レジ袋有料化後はごみ袋を購

入しているので、プラスチック量はそれほど変わらないのではないか。 

以前、ベトナムのレジ袋工場を見学した。そこでは、日本から発注された
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某市の有料指定ごみ袋を作成していた。 

〇委員  エコバッグを使用していると、ごみ用のプラスチック袋を買わねばなら

ず、プラスチックの削減にどこまで貢献しているのかわからない。 

（事業系ごみ適正処理） 

○副部会長 前回の答申では、事業系ごみ適正処理対策について提言している。現状は

どのようになっているか。明らかに事業系と分かるごみはどのように対応

しているのか。 

〇区   収集班とは別にふれあい指導班が指導に回っている。事業系有料ごみ処

理券を貼付していないごみには指導の用紙を貼って残すなどしている。目

黒区は事業者が多く、コロナの影響もあり指導のペースは落ちているが、

地区を決めて引き続き指導を行っている。一度の指導で改善すれば良い

が、繰り返しの指導が必要となっている。 

〇委員  コロナでごみは増えているのか。 

〇区   確かに在宅時間が増えた影響もありごみは増えているが、増え続けてい

るわけではなく、増えた状態が維持されている状況である。 

（環境配慮素材） 

○委員  プラスチックに代わり、環境に配慮した素材の容器も出てきているよう

だが、卵の紙製容器は雑紙としてリサイクルできるのか。 

○区   卵の紙製容器についてはリサイクルできない。 

○部会長 リサイクルはできないが、生協では卵の紙製容器を回収して再利用して

いるようだ。 

（めぐろ買い物ルール） 

○副部会長 めぐろ買い物ルールは良いルールだが、広がりが少ない。事業者の方々に

協力を促す必要があるのではないか。 

〇委員  商店街に声をかけてはどうか。 

○副部会長 ５年前から商店街への声かけは行っているが、あまり成果は出ていない。

今後の提言で、再度買い物ルールを広げようとしても、実現は難しいので

はないか。 

○委員  個々のお店にポスティングするというのも一つの手段だと思われる。 

〇委員  広がらない理由が広報の仕方にあるのか、内容にあるのか。実感としては

どちらに問題があるか。 

〇区   両方に問題があると思うが、特に内容に問題があると考える。めぐろ買い

物ルールを広める会からも、内容が古いため見直したいとの話がある。 

〇委員  同じ方法を続けるだけでは飽きが来てしまうので、方法を変えていかな

くてはいけない。 

〇委員  コロナワクチン予約の関係で、区とＳＮＳでつながっている区民も多い。

ＳＮＳの活用は効果があると思われる。 

〇委員  協力している企業に対するインセンティブがあってもよい。分かりやす

いマークを付けたり、ホームページに掲載できることで、環境問題に関心

がある若い世代に向けて求人時にアピールできるなど企業のメリットに
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なることがあるとよい。厚生労働省などは既に行っている。 

○副部会長 参加することでメリットが実感できることが必要である。 

○委員  やはり楽しいものにしないと広がらない。 

○部会長 インセンティブを与えすぎるわけにもいかないので、難しい問題である。 

（ごみ分別マナー） 

○副部会長 東京都宅地建物取引業協会代表の委員にお尋ねしたいが、集合住宅は管

理人の有無によってごみの分別マナーに差があるようだ。不動産会社では

居住者へごみ分別に関する啓発活動は行っているか。 

〇委員  区内の不動産会社では、契約者に区のパンフレットを個別に渡し、ごみ分

別の案内を必ず行っている。 

○副部会長 今回の基礎調査では、単身者のごみ量が多い、分別ができていないという

結果が出ている。引っ越しで住む地域が変わるので、不動産会社の影響が

大きいのではないかと考える。めぐろ買い物ルールのご案内もしていただ

いてはどうか。 

〇委員  不動産会社では、事業者には入居する事業所に合わせた案内をしている。

役員会などでも改めて周知徹底するように提案する。めぐろ買い物ルール

についても資料をもらえれば、案内はできる。 

○副部会長 テナントに入る事業者に対して、ごみ処理について説明しているのか。 

〇委員  入居時には、ごみの排出量によって区の収集が利用できない場合がある

ので、廃棄物処理業者への委託についての案内や区の収集の場合は有料ご

み処理券を貼る必要があることを必ず説明している。 

〇委員  商店街でもテナントに入ってくるお店の入れ替わりが激しい。事業所の

形態も様々になってきたが、大きな組織は本部からの指導がきちんとして

いる。中小・個人はあいまいな所が多い。 

〇部会長 一つの方法論ですべての人に通用するものを作るのは難しい。 

○副部会長 様々なチャネルを使用し、機会をとらえて啓発していく必要がある。 

○部会長 努力して一つの方向にまとまることを挑戦しつづけ、成功するのを待つ

ということになるのだろう。 

 

３ 閉  会 

以 上 

 


